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第2回WG事務局資料より

教員養成の原則

「大学における教員養成」「開放制の教員養成」
→幅広い視野と高度の専門的知識・技能を兼
ね備えた多様な人材を広く教育界に求める

↓
「総合的な学習の時間」の創設

⇨「総合演習」の設置（H10/1998)
↓

教員として必要な資質・能力を確実に身につ
けさせる「教職実践演習」「教職大学院」
「免許更新制」（H18/2006)

↓
学び続ける教師像の確立（H24/2012）

↓
学校インターンシップ・総合的な学習の時間
の指導法・教職課程コアカリ（H29/2017)

↓
「情報通信技術を活用した教育の理論及び方
法」（１単位必修）・情報機器の操作とデー

タサイエンスの選択履修（R3/2021)
↓

教職課程の質保証ガイドライン（R4/2022)

高等教育改革の動向
「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン」（H30/2018）
・変化を受容し、ジレンマを克服しつつ、更に新しい価値を創造
しながら、様々な分野で多様性を持って活躍する人材の育成
・学修者本位の教育・単位の実質化・学習成果の可視化

教員養成
の専門職
としての
高度化

学修者本
位・単位
の実質化

探究を支える教員の
・経験

・マインド
・スキル

×安直な単位増・必修化



探究を支える教員の経験・マインド・スキルを育てる課題・方向・例

探究経験をいかす仕組づくり

・演習・卒業研究等、本来多
様な探究に従事する機会があ
る→（特に開放制では）教員
養成と切り離されている

↓
・専門分野／学際的な探究経
験を教員としてのキャリア形
成にいかす仕組み

↓
例：学科のカリキュラムポリ
シーにおいて専門性を教職に
どういかすのかを明記

探究マインドを培う機会創出

・児童生徒とともに学ぶ意識
と指導者意識の二項対立
・教科の専門性と社会に開か
れた学びの二項対立

↓
・教育実習とは別に児童生徒
の学習過程そのものに寄り添
う機会の充実

↓
例：児童生徒の探究の伴走を
軸としたインターンシップ・
地域探究のボランティア

探究スキルを高める内容充実

・初年次教育のアカデミック
スキルと教員養成の断絶
・情報機器の操作科目では情
報活用能力の育成は学べない

↓
・探究の指導を学ぶ際にアカ
デミックスキル／情報活用能
力の育成を考察する経験

↓
例：総合の指導法／ICT科目で
探究シミュレーションと横断
的・基盤的スキルの役割理解











A B C D E F G H I J L M 合計

机間巡視 9 3 8 8 7 6 4 7 1 6 8 7 74

個別支援 9 3 8 1 5 5 6 6 5 6 8 7 69

ふれあい 8 5 6 4 2 1 1 0 0 0 8 0 35

飛び出し対応 9 3 8 2 2 0 1 0 0 0 0 0 25

担任補助 0 1 8 0 3 0 2 1 4 0 0 0 19

運営補助 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 1 8

アドバイス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0 8

児童付き添い 3 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0 0 6

保健室 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 2

合計 38 15 38 16 19 13 15 14 12 12 39 15 246


